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☆
子
育
て
支
援
対
策

▼
保
育
所
を
新
設
す
る

　
　
　
　
　
　

整
備
費
の
助
成

　

増
加
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
、

対
応
す
る
た
め
で
す
。

☆
災
害
対
策

▼
砂
子
地
内
に
計
画
し
て
い
る

　
　
　
　
　

防
災
公
園
の
設
計

▼
公
民
館
講
堂
・
体
育
室

　
　
　
　
　
　
　
　

改
修
工
事

　

大
地
震
発
生
時
に
天
井
が
落

下
し
な
い
よ
う
、
防
止
ネ
ッ
ト

を
取
り
付
け
、
防
音
カ
ー
テ
ン

を
設
置
し
ま
す
。

▼
災
害
発
生
時
に
医
療
救
護
所

　
　

を
開
設
す
る
た
め
の
経
費

 
平
成
2 9
年
度

　
　
　

重
点
施
策

　

主
な
条
例
改
正

３月

定例会

　

平
成
29
年
３
月
定
例
会
は
、

３
月
７
日
に
開
会
し
、
18
日
間

の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予

算
」
な
ど
、
19
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
部
地
区
急
病
診
療

所
組
合
な
ど
、
３
つ
の
一
部
事

務
組
合
の
議
会
議
員
選
挙
を
行

い
ま
し
た
。

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

法
人
町
民
税
の
税
率
を
引
き

下
げ
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
を
創
設
す
る
な
ど
で
す
。

☆
そ
の
他

▼
友
好
自
治
体
と
の

　
　
　
　
　
　
　

交
流
を
促
進

　

愛
知
県
東
栄
町
や
北
海
道
美

唄
市
の
施
設
を
、
町
民
が
利
用

す
る
助
成
金
を
創
設
し
ま
す
。

▼
第
２
・
４
土
曜
日
に
も
開
設

　

役
場
前
の
資
源
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
、
新
た
に
第
２
・
４

土
曜
日
も
開
設
し
ま
す
。

平成２９年度予算

▼
病
児
・
病
後
児
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
開
設

　

病
気
や
回
復
期
に
あ
る
児
童

を
、
一
時
的
に
保
育
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

☆
学
校
教
育

▼
町
単
独
で
の
指
導
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
配
置

　

中
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
増
員

　

小
学
校
を
巡
回
す
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
新
た
に
配

置
し
、
中
学
校
と
合
わ
せ
て
２

人
に
し
ま
す
。

▼
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
配
置

　

落
ち
着
い
た
学
習
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、
中
学
校
に
１
人

配
置
し
ま
す
。

▼
南
小
学
校
の
ト
イ
レ
を
洋
式

化
・
乾
式
化
す
る
工
事
の
設
計

　温かく見守る声と共に　 ー 大治南小学校　新１年生 ー　

　マイクなどの音響設備を改修し、天井照明を

ＬＥＤに変え、大型モニターを設置しました。

　明るく、見やすく、聴きやすい議場に生まれ

変わりました。

　ぜひ、傍聴にお越しください。

明るく  見やすく  聴きやすく

子
育
て
支
援
・

災
害
対
策
重
点
に

教
育
・

保
育
所
新
設
と
教
育
ス
タ
ッ
フ
の
充
実

ー 議場を改修 ー
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根
拠
は

　

総
代
の
報
酬
を
、
１

世
帯
当
た
り
年
額
１
２
０
０
円

か
ら
１
３
２
０
円
に
、
増
額
す

る
根
拠
は
。

　

ま
た
、
な
ぜ
今
回
の
提
案
と

な
っ
た
の
か
。

　

総
代
の
報
酬
を
大
幅

に
カ
ッ
ト
し
て
か
ら
、
10
年
が

経
過
し
た
。

　

そ
の
間
、
世
帯
の
増
加
に
よ

　

な
ぜ
増
員

　

町
職
員
を
７
人
増
員

す
る
が
、
な
ぜ
か
。

　

下
水
道
課
の
新
設

や
、
福
祉
関
係
の
事
務
の
増
大

な
ど
に
よ
り
、
定
数
枠
を
拡
大

す
る
た
め
で
あ
る
。

　

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
は

　

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
体
制
は

　

ど
う
生
か
す

　

県
の
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
会
費
な
ど
、
新
た
な

負
担
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
は
観
光
協
会
も
な
い

状
況
で
、
ど
う
生
か
し
て
い
く

の
か
。　

町
の
観
光
拠
点
は
、

非
常
に
乏
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
官
民
挙
げ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
埋
も
れ
て
い

る
史
跡
や
名
所
の
発
掘
な
ど

で
、町
の
発
展
に
生
か
し
た
い
。

　　

き
ち
っ
と
確
保
を

　

砂
子
地
内
で
計
画
し

て
い
る
防
災
公
園
は
、
設
置
基

準
の
面
積
を
ク
リ
ア
し
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
国
の
補
助
率
は
。

　

防
災
公
園
の
面
積
要

件
は
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で

あ
り
、
計
画
を
進
め
て
い
る
公

園
は
、要
件
を
充
た
し
て
い
る
。

　

補
助
率
は
、
用
地
が
３
分
の

１
、
建
物
が
２
分
の
１
と
な
っ

て
い
る
。

  
本
会
議
質
疑

り
、
業
務
が
増
え
た
。

　

ま
た
、
町
職
員
の
給
与
や
県

の
最
低
賃
金
が
、
10
％
ほ
ど
上

が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
た
。

　

待
機
児
童
の
状
況

　

保
育
園
の
定
数
を
増

や
し
て
、
受
け
入
れ
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
待
機
児
童
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

国
の
基
準
で
の
待
機

児
童
は
、
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
特
定
の
園
を
希
望

す
る
な
ど
で
の
待
機
は
い
る
。

　

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

平成  29 年度　一般会計予算 の 構成比

町債 ( 借入金 ) 5.5％
4 億 4900 万円
　

地方交付税　7.4％

6 億 1000 万円

県支出金　8.7％

7 億 1543 万 4千円
　

繰越金　1.1％

9251 万 1千円

諸収入　1.4％

1 億 1697 万 4千円

国庫支出金　14.3％

11 億 6909 万 5千円
　

地方譲与税など 5.1％

4 億 1242 万 8千円

教育費　9.7％　

7 億 9788 万 3千円

公債費など 5.8％

4 億 7894 万 8千円

衛生費　9.7％

7 億 9510 万 6千円

議会費　1.3％

1 億 184 万 7千円

商工費　0.6％

4986 万 3千円

農 林 水 産 業 費　0.8％   

6572 万 4千円

土木費　9.1％

7 億 4676 万 3千円

総務費　12.4％

10 億 1655 万 2千円

収入

繰入金 4.8％

３億 9511 万円

（歳出）（歳入） 支出
82

平
成
29
年
度

　
　
　

一
般
会
計
予
算

特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　市町村の格差を減らすため、
　国から交付されるお金

地方消費税交付金 5.9％

4 億 8650 万円
　消費税の一部のお金

　税の業務や選挙など

　予防接種やごみ処理など

　小中学校、スポーツ 
　センターや公民館など

　道路や河川の整備など

　町債として借りたお金の返済など

町税　45.8％

37 億 5294 万 8千円
　町民税、固定資産税など

民生費　 45.1％

37 億 123 万 4千円
　高齢者・障害者・児童福祉など

　

問
う  

町
財
政
の
将
来
展
望

質
問

答
弁

億円82億円

消防費   5.5％
4 億 4608 万円

　　

継
続
を
の
ぞ
む

　

公
民
館
で
開
催
し
て

い
る
、
町
の
歴
史
を
知
る
講
座

は
、
人
気
が
高
く
、
か
な
り
の

参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

新
年
度
の
計
画
は
。

　

　

歴
史
講
座
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
始
め
て
、
28
年
度

は
江
戸
時
代
の
大
治
町
域
の
講

座
を
実
施
し
た
。

　

新
年
度
も
引
き
続
き
、
江
戸

時
代
の
講
座
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

町
職
員
定
数
条
例
の

　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

プ
ー
ル
開
放
の
計
画
は

　

プ
ー
ル
を
開
放
す
る

管
理
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

　

夏
休
み
に
３
小
学
校

の
プ
ー
ル
を
、
そ
れ
ぞ
れ
６
日

間
開
放
す
る
。

　

そ
の
た
め
の
安
全
・
水
質
管

理
な
ど
を
、業
者
に
委
託
す
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う

費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
保
の
広
域
化
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
広
域
化
さ
れ
れ
ば

保
険
税
が
上
が
り
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
が
で
き
に
く

く
な
る
な
ど
問
題
点
が
あ
り
、

反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
折
橋
盛
男
議
員　

　

高
齢
者
の
生
活
習
慣
病
予
防

や
子
育
て
支
援
対
策
、
災
害
対

策
用
備
品
購
入
費
な
ど
、
住
民

の
安
心
安
全
を
目
指
し
た
予
算

で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

楽しく朝の体操　ー  東保育園  ー

   

＆    

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

屋外での歴史講座　ー  自性院にて  ー
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３月議会の一般質問は、３月 13 日に行い、７人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

昭
和
56
年
以
前
に
建

て
ら
れ
た
、
住
宅
の
耐

震
診
断
や
耐
震
補
強

は
、
ど
の
く
ら
い
進
ん

だ
の
か
。

　

ま
た
、
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
中
で
、
住

宅
の
耐
震
化
率
を
95
％
と
す
る
と
目
標
を
定

め
て
い
る
。

　

進
ん
で
い
な
い
耐
震
化
率
を
上
げ
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　

耐
震
補
強
が
必
要
な
住

宅
は
、
１
９
７
０
棟
あ
る
。

　

２
月
時
点
で
の
実
施
状
況

は
、
耐
震
診
断
が
２
５
７
件
、

耐
震
改
修
が
61
件
で
あ
る
。

　

耐
震
化
率
を
上
げ
る
施
策
と

し
て
、
チ
ラ
シ
を
各
戸
配
布
す

る
な
ど
、
周
知
活
動
を
重
点
的

に
進
め
た
い
。

他
に
２
問
あ
り
ま
し
た
。

松本英隆議員

　耐震化を周知

　

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
は

　

４
月
か
ら
本
町
で

も
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
が

始
ま
る
。

　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
４
月
１
日
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、
準

備
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

𠮷原経夫議員

     ４月からの開始で準備
町
長　

平
成
29
年
１
月
に
総
合

事
業
に
関
す
る
要
綱
を
制
定

し
、
２
月
よ
り
事
業
所
か
ら
の

指
定
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始

し
た
。

　

事
業
の
開
始
予
定
が
４
月
の

た
め
、
事
業
所
の
指
定
を
３
月

中
に
で
き
る
よ
う
事
務
を
進
め

て
い
る
。

他
に
３
問
あ
り
ま
し
た
。

　

万
全
か  

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　

が
ん
に
つ
い
て
、
正

し
い
知
識
と
適
切
に
対

処
で
き
る
実
践
力
を
育

成
す
る
た
め
に
も
、
学

校
教
育
が
担
う
役
割
は

大
き
い
。
が
ん
を
正
し
く
理
解
し
、
健
康
と

命
の
大
切
さ
を
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
、
が
ん
教
育
の
あ
り
方
を
文
科
省
も
検
討

し
て
い
る
。　

　

本
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る
、
が
ん
教
育

の
状
況
は
。

教
育
長　

が
ん
教
育
は
、
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
き
、
健
康
教

育
の
一
環
と
し
て
、保
健
体
育
、

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
で
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
国

の
動
向
を
注
視
す
る
中
で
、
児

童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
が
ん

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

他
に
１
問
あ
り
ま
し
た
。

後藤田麻美子議員

　

小
中
学
校
で
の
が
ん
教
育
の
充
実
を

　国の動向を注視

　

近
年
、
犬
や
猫
な
ど

の
ペ
ッ
ト
は
、
家
族
の

一
員
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

熊
本
地
震
の
時
も
、
ペ
ッ
ト
の
避
難
の
問

題
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

　

ペ
ッ
ト
と
共
に
避
難
し
て
き
た
と
き
の
対

応
や
対
策
を
、
防
災
計
画
に
含
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
受
け

入
れ
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

若山照洋議員

     見直しを検討
町
長　

防
災
計
画
や
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
ペ
ッ
ト
の

取
り
扱
い
を
定
め
て
い
る
。

　

ま
た
県
は
、獣
医
師
会
と「
災

害
時
に
お
け
る
動
物
救
援
活
動

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

い
る
。

　

今
後
は
随
時
、
見
直
し
を
検

討
し
た
い
。

問　

支
援
物
資
の
受
入
体
制
は

答　

水
防
倉
庫
な
ど
を
活
用

　

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
体
制
は

　

内
閣
府
は
、「
避
難

所
に
お
け
る
良
好
な
生

活
環
境
の
確
保
に
向
け

た
取
組
指
針
」
を
公
表

し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
は
、
市
町
村
職
員
以
外
で
も
、

避
難
所
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、わ
か
り
や
す
い
手
引
き
が
必
要
と
あ
る
。

　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
、
訓

練
な
ど
の
実
施
状
況
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

折橋盛男議員

     マニュアルを見直す
町
長　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
、
平
成
17
年
に
作
成
し
、

避
難
所
を
開
設
す
る
と
き
に
活

用
し
て
い
る
。

　

今
後
、
策
定
中
の
業
務
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
踏
ま
え
、

分
か
り
や
す
い
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
な
る
よ
う
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
。

　

研
修
や
訓
練
は
、
ま
ず
、
職

員
を
対
象
に
実
施
す
る
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
問
う

　

平
成
28
年
度
に
、
１

回
目
の
浚
渫
が
行
わ
れ

た
際
、
自
転
車
な
ど
の

粗
大
ご
み
が
大
量
に
あ

り
、
撤
去
さ
れ
た
。

　

２
回
目
以
降
も
、
粗
大
ご
み
な
ど
が
出
る

可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。

　

何
十
年
に
１
度
の
こ
と
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
予
算
化
し
て
、行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

円
楽
寺
川
の
浚
渫
は
、

今
年
度
か
ら
５
か
年
計
画
で

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

河
川
内
に
投
棄
さ
れ
て
い
る

粗
大
ご
み
も
、
今
年
度
と
同
様

に
撤
去
を
し
て
い
く
。

問　

小
切
戸
川
の
改
修
工
事
は

答　

引
き
続
き
県
に
要
請

問　

要
配
慮
者
避
難
所
指
定
を

答　

特
に
指
定
し
な
い

林　哲秀議員

　

円
楽
寺
川
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
に
つ
い
て

　5 か年計画で実施

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、

平
成
13
年
度
に
３
年
間

の
時
限
的
な
特
別
措
置

と
し
て
導
入
し
て
以
来
、

５
度
に
わ
た
り
延
長
さ
れ
て
き
た
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
で
の
借
り
入
れ
に
よ

り
、
財
政
補
て
ん
を
し
続
け
る
こ
と
は
、
将

来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
重
ね

る
だ
け
で
あ
る
。

　

国
に
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
や
め
さ
せ

る
べ
き
と
思
う
が
、
町
と
し
て
の
考
え
は
。

町
長　

今
後
も
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
も
の
と
想
定
し
て

い
る
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
必
要

な
財
源
と
し
て
、
借
入
額
を
十

分
精
査
し
な
が
ら
活
用
し
て
い

き
た
い
。

　

本
町
と
し
て
は
、
地
方
交
付

税
が
本
来
の
姿
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、国
に
要
望
し
て
い
く
。

浅里周平議員

 　精査しながら活用

　

問
う  

町
財
政
の
将
来
展
望

議　　　案 賛成 反対 結果
個人情報保護条例の一部改正 １０ １ 可決

町職員定数条例の一部改正 １１ ０ 可決

町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決

町税条例等の一部改正 １０ １ 可決

総合福祉センター希望の家の設置及び管理に関する条例及び在宅老人デイ
サービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決

心身障害者扶助料支給条例の一部改正 １１ ０ 可決

介護保険条例の一部改正 １１ ０ 可決

平成２８年度　一般会計補正予算（第５号） １１ ０ 可決

平成２８年度　国民健康保険特別会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決

平成２８年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決

平成２８年度　公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決

平成２９年度　一般会計予算 １０ １ 可決

平成２９年度　国民健康保険特別会計予算 １０ １ 可決

平成２９年度　土地取得特別会計予算 １１ ０ 可決

平成２９年度　介護保険特別会計予算 １０ １ 可決

平成２９年度　公共下水道事業特別会計予算 １０ １ 可決

平成２９年度　後期高齢者医療特別会計予算 １０ １ 可決

町道路線の認定 １１ ０ 可決

大学の高すぎる学費の値下げを求める意見書　　　　　　　　　※ 退席１ １ ９ 否決

大学生の給付制奨学金の実現を求める意見書　　　　　　　　　※ 退席１ １ ９ 否決

■海部地区急病診療所
　　　　　　組合議会
　　  折橋盛男  議員  

■海部東部消防
　　　　　　組合議会
　　  松本英隆  議員
　　  若山照洋  議員

■海部地区水防事務
　　　　　　組合議会
　　  林　健児  議員
　〈町長推薦〉
　　  𠮷田英行  氏
　　　　　

選挙の結果

任期満了に伴い、一部
事務組合の議会議員の
選挙を行いました。

ずばり直言！ 一 般 質 問



おおはる議会だより（4）

▼
桜
の
魅
力
は
、な
ん
だ
ろ
う
。

▼
厳
し
い
寒
さ
が
一
気
に
和
ら

　

ぎ
、
殺
伐
と
し
た
風
景
が
、

　

一
斉
に
移
り
変
わ
り
、
躍
動

　

感
が
出
て
く
る
た
め
か
。

▼
満
開
の
桜
の
姿
が
、
見
事
だ

　

か
ら
か
。

　
▼
桜
は
短
命
で
、
も
の
悲
し
さ

　

を
感
じ
る
か
ら
な
の
か
。

▼
何
事
も
永
遠
に
続
か
な
い
。

　

無
常
感
に
美
を
感
じ
る
日
本

　

人
特
有
の
感
覚
が
、
桜
と
マ

　

ッ
チ
す
る
の
だ
ろ
う
。

▼
栄
枯
盛
衰
は
時
の
習
い
。

　

一
瞬
の
輝
き
を
大
切
に
し
て

　

い
き
た
い
。

暫
時
休
憩

６
月
定
例
会  

日
程
（
案
）

６
日(

火)   

開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明

12
日(

月)  

一
般
質
問

14
日(

水)   

質
疑
な
ど　

15
日(

木)   

総
務
教
育

                           

常
任
委
員
会

16
日(

金)   

福
祉
建
設

                           

常
任
委
員
会

23
日(

金)   

採
決
な
ど　

　
　
　
　
　

閉
会

※
開
会
は
午
前
10
時
で
す
。

　

日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

まちかど

インタビュー
№４７

　
　

～
主
な
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

議
会
活
動
報
告

１ 月２ 月３ 月
　

議
会
災
害
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

所
管
事
務
調
査　

２
月
６
・
７
日

　

議
会
災
害
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
昨
年
４
月
の
熊

本
地
震
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
熊
本
県
合こ

う
し志

市
と

熊
本
市
を
訪
問
し
、
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

２
月
６
日
（
月
）　

合
志
市

テ
ー
マ
…
熊
本
地
震
に
係
わ
る
被
害
状
況
と
対
応

２
月
７
日
（
火
）　

熊
本
市

テ
ー
マ
…
支
援
物
資
の
課
題
、
避
難
者
の
栄
養
改
善
と

　
　
　
　

食
事
支
援
に
つ
い
て

1/8　

晴
れ
の
門
出

　
　
　
　

の
成
人
式

　

未
来
へ
歩
む
若
者
の
前

途
を
祝
福
し
ま
し
た
。

3/3　

中
学
校
の
卒
業
式

3/16　

各
小
学
校
の
卒
業
式

3/17　

福
祉
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

新
設
さ
れ
た
東
部
児
童
ク
ラ
ブ
室
と
、
商
工
会
館
の

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
部
児
童
ク
ラ
ブ
室
は
、
定
員
50
人
か
ら
１
１
６
人

に
拡
充
さ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
館
は
地
域
の
活
性
化
や
、
商
工
振
興

の
新
た
な
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
や
自
主
防
災

組
織
の
重
要
性
を
、

あ
ら
た
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
援
物
資

の
置
き
場
の
確
保
な

ど
、
目
に
見
え
な
い

課
題
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
会

は
、
災
害
対
策
特

別
委
員
会
を
中
心

に
、
大
い
に
研
さ

ん
を
深
め
、
防
災

や
減
災
対
策
に
も

力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

激しいゆれを物語る  崩壊した石垣

被害の大きさをあらためて痛感

　

今
回
は
、
町
内
の
満
開
の
桜

を
訪
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
桜
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

や
、
桜
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　　

浄
水
場
公
園
の
桜

　

桜
と
孫
が
楽
し
み

　

８
年
前
、
１
歳
の
孫
娘
と
近

所
の
浄
水
場
公
園
の
桜
を
見
に

行
っ
て
以
来
、毎
年
行
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
里
帰
り
で
来
る

の
で
、
桜
と
孫
を
見
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

　

昔
は
花
桃
の
木
も
あ
っ
て
、

桜
の
ピ
ン
ク
と
花
桃
の
赤
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
き
れ
い
で
し
た

が
、
数
年
前
に
切
ら
れ
て
し
ま

い
、
少
し
寂
し
い
で
す
。　
　

　
　
　
　

花
常
の
小
川
さ
ん

　　

見
事
な
桜
並
木
だ
っ
た

　

今
あ
る
八
ツ
屋
の
桜
は
、
樹

齢
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
か
な
。

　

私
の
子
ど
も
の
頃
、
あ
の
道

路
は
「
桜
通
り
」
と
呼
ば
れ
て

い
て
、
と
っ
て
も
立
派
な
桜
並

木
だ
っ
た
よ
。

　

当
時
、
小
学
校
か
ら
八
ツ
屋

橋
を
渡
っ
て
遠
足
で
見
学
に
も

来
た
し
、
稲
葉
地
辺
り
か
ら
も

花
見
に
来
て
、
と
て
も
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
よ
。

　

そ
の
名
残
か
ら
、
今
で
も
あ

の
道
路
を
地
元
の
人
は
「
桜
堤

防
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
。

　
　

八
ツ
屋
の

　
　

三
輪
吉
次
郎
さ
ん（
98
歳
）

　

八
ツ
屋
の
桜

東部児童クラブ室

商工会館

　

明
眼
院
の
桜

　

松
下
緑
地
（
西
條
）
の
桜

　　

桜
の
魅
力

　

昼
の
桜
も
き
れ
い
だ
け
れ

ど
、
特
に
夜
桜
が
魅
力
的
。
二

面
性
が
と
っ
て
も
い
い
ね
。

　

桜
は
散
り
際
が
良
く
て
、
人

の
一
生
を
表
し
て
い
る
か
の
よ

う
だ
ね
。

　

入
学
式
や
春
の
祭
り
な
ど
、

桜
は
お
め
で
た
い
と
き
に
咲
き

ま
す
ね
。

　

振
り
返
る
と
、
子
ど
も
の
成

長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
瞬

間
で
す
。　
　
　

　
　
　
　

砂
子
の
三
輪
さ
ん


